
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月に発生した福岡県と大分県を中心とする九州北部、中国地方での集中豪雨に 

よる被害に遭われた皆さまに心よりお見舞い申し上げます。現在も避難を余儀なく 

されている方々、被災地域の一日も早い復興をお祈りしております。 

今年の夏は“集中豪雨”“短時間記録的大雨”“猛暑”と気象の極端な変化が特徴的 

でした。癒居では、連日の報道で自然災害の脅威を知り、あらためて危機意識を高めて 

おります。癒居の地域は、加古川が流れ海抜も低い地域にありますので災害発生を常に 

念頭におき、“自助と自己責任の原則”“日常備蓄”“いざという時の連絡方法”などなど、

災害を減らすということに取り組んでおります。災害リスクには、自然災害 

と火事や交通事故といった人的災害などが含まれます。癒居の防災対策は、 

自動火災警報設備基準表に則ってすぐに設置し、日常品の備蓄、火災訓練や 

避難訓練も定期的に行っております。 

平成 30年にはスプリンクラー設置を具体化するよう加古川市消防署から        

指導されており、設置に数百万が必要になることから工面しているところ 

です。 

ＮＰＯ法人癒居は、今年度より「全国ホームホスピス協会」に正会員として入会しました。まし

「全国ホームホスピス協会」は“最期まで自分らしく生きることを実現する家”を目指す

ケアの理念と実践力を高めることを目的として設立されています。 

入会を機に、全国ホームホスピス協会の仲間と目指す理念を共有 

しケアの質を担保します。また、6 月からは新たに常勤スタッフを 

迎え、総勢 13 人の連携によって、癒居で暮らすお一人おひとりが 

安全に安心して、最期まで持てる力を発揮した生活を全うすること 

 を実現します。 

人の力は偉大なるもので、人と人とのつながりはなにものにも 

代えがたいと常々強く感じております。今後とも NPO法人癒居へ 

のご理解、ご支援を賜りたいと存じます。よろしくお願い申し 

上げます。               理事長  藤田美知枝 
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避難訓練の様子 

昨年から、定期的に来ていただいている中川調剤薬局の

薬剤師さんに緩和ケアのための“薬の上手な使い方”を、

事例を通して学びました。薬を有効に活用して苦痛を緩和

する方法や、薬の効き方にタイプがある事等、わかり易く

説明して頂き、薬の知識が増え、薬剤師さんに些細な事も

相談しやすくなりました。 

  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居室が 1部屋空きました。入居者を募集しています。 

対象者は、疾病や老衰・がんなどにより終末期を迎えた方です。積極的な治療はせず、苦痛を和らげ、 

その人らしい最期を送ってもらえるようサポート（看取り）させていただきます。  今すぐに入居可能 

ですので、対象の方がいらっしゃいましたら、ご紹介くださいますようお願いいたします。 

☆すでに入居者が決定している場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

連絡先 ＴＥＬ/ＦＡＸ  ０７９－４９０－４１６５ （管理者 落合）  

  ❋居室の空き状況はホームページでも、お知らせしています。 http://yui-2011.jimdo.com/   

≪ホームホスピス癒居の居室空き状況のお知らせ≫ 

 

 

★６月より癒居の一員として 

働かせて頂くことになりました。 

岡田 真依です。この度縁あって 

和歌山から加古川に引っ越して 

来ました。 

最初はホスピスの仕事が自分に務まるのかと 

不安でしたが、癒居で当たり前になされている 

手厚いケアを目の当たりにし、この場所で働ける

喜びを感じています。温かい食事と温かい空気の

中で生活が営まれており、この生活の延長上に自

然な旅立ちがあるのだと感じます。長い人生の最

期のお手伝いができるのは大変光栄なことです。      

どんな最期で人生を締めくくりたいか、大切な家

族にどんな最期を迎えてほしいか、できる限りの

お手伝いをさせて頂きたいと思っています。 

私は、癒居で生活しておられる６名の方の 

思い出ノートの作成を担当しています。季節の行

事はもちろん、毎日の何気ない風景を切り取って、

自分らしく生きておられる姿を家族の皆様にお伝

え出来たらと思います。よろしくお願い致します。 
 

★９月から働かせて頂くことに 

なりました桑平 薫です。いつか 

癒居で働けたらいいなと思って 

いましたが、子育てをしながら 

働けることになり嬉しく思っています。利用者様

との日々は、人生の先輩として学ばせて頂くこと

がたくさんあり、ほっと心が和み、私自身助けら

れることも多くありました。笑顔と感謝を大切に、

入居者様の心に寄り添いながらケアをさせて頂き

たいと思っています。まだまだ至らない点も多く

あると思いますがよろしくお願い致します。 

懐かしい故郷のお稲荷さん

をみんなで作って、ご家族

も一緒にお祝いしました。 

手作りおやつは 

七夕ゼリー 


